
滋賀県地域防災計画(原子力災害対策編)の見直しについて

◇平成23年度計画の見直し取組の経過
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県防災会議：３月26日
修正地域防災計画原子力災害対策編の決定

県民の生命を守ることを最優先に緊急的な対応として下記の事項の見直しを行った。

○モニタリング体制の見直し
・モニタリングポスト設置の考え方の検討
・環境放射線モニタリング計画の検討

○リスクコミュニケーションのあり方

・原発事故発生時に、正しい情報に基づき、的確に行動できるよう情報収集伝達や
知識の共有など、リスクコミュニケーションのあり方を検討

趣旨

県民の原子力災害への不安を払拭し、安全・安心を確かなものとするため原子力
災害対策を強化し、滋賀県地域防災計画（原子力災害対策編）の見直しを行った。

見直し検討委員会

委員長：林春男京都大学防災研究所教授
委員：学識者、市、関係機関、ＮＰＯ 計１６名

第１回：５月１９日

基本的な考え方、行程表の提示

第２回：９月14日

地域防災計画骨子の検討、環境放射線モニタリング体制

の検討、放射性物質拡散予測の検討
第３回：１１月25日

放射'性物質の拡散予測結果の報告、防災対策を重点的に
実施すべき地域の考え方の検討、放射線モニタリング体
制の検討

第４回：２月３日

地域防災計画原子力災害対策編の見直し(案)を検討

提言書の提出：２月１０日
計画見直し検討委員会委員長から提言書を提出

見直し内容

○避難計画の策定
･放射性物質の拡散予測結果を踏まえ、避難計画や防災対策を重点的に充実すべき
地域を検討



◇平成24年度計画見直しの取組

地域防災計画(原子力災害対策編)の見直し

平成24年度検討項目

○広域的応援等連携体制
・原子力災害時における近隣府県等、広域的相互応援体制の検討

○救助・救急対策
・防災関係機関相互の連携による活動体制の検討

○警備および交通対策

・原子力災害発生時における早期の警備体制や交通の確保などの警備活動について
検討

○緊急被ばく医療計画

・防災指針の改定内容を踏まえ、緊急被ばく医療体制、防護資機材の整備計画、安
定ヨウ素剤の予防服用について検討

○琵琶湖への影響評価

・原子力災害の影響が県内に及んだ場合の琵琶湖への影響について予測・評価

地域防災計画（原子力災害対策編）の見直しスケジュール
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趣旨

平成２３年度に策定した計画に加えて、「救助･救急対策計画」、「警備および交通
対策計画」、「緊急被ばく医療計画」等の項目について検討し、見直しを行う。

スケジュール

H24年６月地域防災計画(原子力災害対策編）見直し検討委員会開催
H24年7～10月
H24年11月
H24年12月
H25年２月

検討委員会各部会の開催[救助･救急、警備交通対策、被ばく医療］
地域防災計画(原子力災害対策編）見直し検討委員会開催
計画見直し検討委員会委員長から提言書を提出
県防災会議の開催
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